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一
　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
五
月
一
五
日
に
斎
行
さ
れ
た
賀
茂
祭
に
際
し
、
賀

茂
別
雷
神
社
（
以
下
、
上
賀
茂
神
社
）
が
見
学
者
に
配
布
し
た
栞

「
勅
祭
賀
茂
祭
／
葵
祭
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

賀
茂
祭
の
起
源
及
び
変
遷

　

…
『
賀
茂
旧
記
』
に
よ
る
と
、
そ
の
祭
祀
の
起
源
は
太
古

御
祭
神
・
賀
茂
別
雷
大
神
が
現
社
殿
北
北
西
に
あ
る
神
山
に

御
降
臨
さ
れ
る
際
、
神
託
に
よ
り
葵
を
飾
り
馬
を
走
ら
せ
神

迎
え
の
祭
り
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
、
時
を
経
て

欽
明
天
皇
の
御
代
（
六
世
紀
頃
）
風
水
害
が
続
き
庶
民
大
い

に
嘆
い
た
の
で
、
勅
命
に
よ
り
卜
部
伊
吉
若
日
子
に
占
わ
せ

　
　
　
　

賀
茂
祭
の
変
遷
と
平
安
朝
廷

伊
　
藤
　
　
　
純
　
　

た
と
こ
ろ
賀
茂
大
神
の
祟
り
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
旧
暦
四

月
吉
日
を
選
び
往
古
の
神
託
に
習
い
葵
を
飾
り
馬
を
走
ら
せ

盛
大
に
祭
を
行
っ
た
こ
と
が
賀
茂
祭
の
起
こ
り
で
あ
る
と

『
賀
茂
縁
起
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

後
、
平
安
時
代
の
平
城
天
皇
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月

に
は
勅
祭
と
な
り
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
に
は
賀
茂
祭
を
中

祀
（
伊
勢
神
宮
と
賀
茂
社
の
み
で
行
わ
れ
る
国
の
最
も
重
要

な
祭
の
形
式
）
に
準
じ
斎
行
せ
よ
と
勅
が
下
さ
れ
、
貞
観
年

中
に
は
勅
祭
賀
茂
祭
の
儀
式
次
第
が
定
め
ら
れ
壮
麗
な
る
祭

儀
の
完
成
を
み
た
。

　

文
字
数
の
制
限
が
あ
る
栞
で
の
記
述
で
は
あ
る
が
、
賀
茂
祭
に

心
を
寄
せ
る
人
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
祭
に
近
づ
い
て
い
く
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の
で
あ
ろ
う
。
太
古
の
時
代
に
賀
茂
神
が
神こ
う

山や
ま

に
降
臨
し
、
欽
明

期
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
に
対
し
祭
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代
に
は

勅
祭
と
な
る
と
の
解
説
で
あ
る
。

　

ま
た
、
代
表
的
な
辞
典
で
は

　

賀
茂
祭
（
村
山
修
一　
『
国
史
大
辞
典
』
三　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
三
年
）

　

…
社
伝
に
よ
れ
ば
欽
明
朝
、
気
候
不
順
、
天
下
凶
作
の
た

め
卜
部
伊
吉
若
日
子
を
し
て
占
わ
し
め
た
と
こ
ろ
、
賀
茂
神

の
祟
と
わ
か
っ
た
の
で
神
託
に
よ
り
馬
に
鈴
を
か
け
人
に
は

猪
頭
を
被
せ
て
馳
せ
し
め
た
の
が
祭
の
起
り
で
あ
る
と
い

う
。
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
四
月
詔
し
て
以
後
毎
年
祭
日
に

は
国
司
の
検
察
を
定
め
ら
れ
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
、

中
酉
日
を
も
っ
て
官
祭
を
始
め
、
嵯
峨
天
皇
弘
仁
元
年

（
八
一
〇
）
斎
院
を
お
き
、
皇
女
有
智
子
内
親
王
を
斎
主
と
し

て
祭
に
奉
仕
さ
せ
て
以
来
、
後
鳥
羽
天
皇
に
及
び
、
歴
代
の

内
親
王
が
斎
王
と
な
る
慣
例
で
あ
っ
た
。
…

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
続
い
て
御
所
か
ら
賀
茂
社
に
向
か
う
行
列

の
説
明
が
続
く
。
多
く
の
人
が
頼
り
と
す
る
辞
典
の
解
説
と
し
て

は
、
私
に
は
充
分
と
は
思
え
な
い
。

　

私
な
り
に
賀
茂
祭
を
理
解
し
た
く
、
関
係
す
る
史
料
を
時
系
列

で
な
が
め
て
み
た
。
す
る
と
祭
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
画
期
・

変
化
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
賀
茂
祭
の
始
原
か
ら
平
安
遷
都
後
、
九
世
紀
中
頃
ま

で
の
賀
茂
祭
の
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　

二
　
地
域
の
祭
と
し
て

　

ア
六
九
八
年
（
文
武
二
）
三
月
二
一
日　

続
日
本
紀

　
　

山
背
国
賀
茂
祭
の
日
、衆
を
会
め
て
騎
射
す
る
こ
と
を
禁
ず
。

　

イ
七
〇
二
年
（
大
宝
二
）
四
月
三
日　

続
日
本
紀

　
　

賀
茂
神
を
祭
る
日
に
、
徒
衆
会
集
し
、
仗
を
執
り
騎
射
す
る

こ
と
を
禁
ず
。
唯
し
、
当
国
の
人
は
禁
の
限
り
に
在
ら
ず
。

　

ア
が
賀
茂
祭
に
関
す
る
確
実
な
史
料
の
初
出
で
あ
る
。
ア
・
イ

を
見
る
と
、
賀
茂
祭
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
そ
の
中
で
流
鏑

馬
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
こ
れ
を
禁
止
す

る
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
に
よ
れ
ば
当
国
の
人
、
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山
城
地
域
の
人
な
ら
ば
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
賀
茂
祭
に
は
地
元
地
域
の
範
囲
を
大

き
く
越
え
て
人
々
が
参
集
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
危
険
な
状
態
が
発

生
す
る
よ
う
な
大
行
事
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

賀
茂
祭
の
起
源
は
『
本
朝
月
令
』
四
月
条
で
引
か
れ
る
「
秦
氏

本
系
帳
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

中
酉
賀
茂
祭
事

　
　

…
其
の
祭
祀
の
日
、
馬
に
乗
る
は
、
志
貴
嶋
宮
御
宇
天
皇
の

御
世
、
天
下
国こ

挙ぞ

り
、
風
吹
き
雨
零
る
。
そ
の
時
、
卜
部
伊

吉
若
日
子
に
勅
し
て
卜
へ
し
め
る
。乃
ち
賀
茂
神
の
祟
な
り
。

四
月
吉
日
を
撰
び
、
馬
は
鈴
を
繋
け
、
人
は
猪
影
を
蒙か

が
ふり
駈は

馳し

る
。
以
て
祭
祀
と
為
す
。
能
く
祷ね

ぎ
祀
ら
し
め
よ
。
こ
れ

に
因
り
て
五
穀
成
熟
、
天
下
豊
年
。
乗
馬
こ
こ
に
始
る
。

　

志
貴
嶋
宮
天
皇
（
欽
明
天
皇
）
の
世
（
六
世
紀
中
頃
）
天
候
不

順
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
賀
茂
神
の
祟
」
で
あ
り
、「
四
月
吉
日
」

に
祭
祀
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
天
下
は
豊
作
に
な
っ
た
と
、
賀
茂
祭

の
起
源
を
述
べ
る
。
こ
の
「
秦
氏
本
系
帳
」
の
記
述
に
対
応
す
る

よ
う
に

　

欽
明
二
八
年　

日
本
書
紀

　
　

郡
国
、
大
水
い
で
て
飢
え
た
り
。
或
い
は
人
相
食
ふ
。
傍
の

郡
の
穀
を
転は

こ

び
て
相
救
へ
り
。

　

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
秦
氏
本
系
帳
」
の
記
述
は
全
く
の

造
作
と
は
思
え
な
い
。
賀
茂
祭
の
確
実
な
史
料
は
、
ア
は
六
九
八

年
の
記
述
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
賀
茂
神
に
対
す
る
畏
怖
・

尊
信
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
天
候
不
順
・
飢
饉
の
際
に
賀
茂
神
を

祀
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

三
　
地
域
の
祭
か
ら
山
城
国
が
掌
る
祭
へ

　

ウ
七
一
一
年
（
和
銅
四
）
四
月
二
〇
日　

続
日
本
紀

　
　

詔
し
た
ま
は
く
、「
賀
茂
の
神
祭
の
日
、
今
よ
り
以
後
、
国

司
毎
年
親
ら
臨
み
て
検か

む
がへ
察み

よ
」
と
の
た
ま
ふ
。

　

エ
七
二
六
年
（
神
亀
三
）
三
月　

本
朝
月
令　

　
　

家
人
会
集
す
る
を
、
一
切
禁
断
す
。

　

オ
七
三
七
年
（
天
平
九
）
四
月　

万
葉
集　

巻
六
―
一
〇
一
七
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詞
書

　
　

大
伴
坂
上
郎
女
、
賀
茂
神
社
を
拝お

が

み
奉ま
つ

る
時
に
、
す
な
は
ち

逢
坂
山
を
越
え
、
近
江
の
海
を
望
み
見
て
、
晩
頭
に
帰
れ
来

り
て
…

　

カ
七
三
八
年
（
天
平
一
〇
）
四
月
二
二
日　

類
聚
三
代
格　

巻

一　

祭
并
幣
事

　
　

勅
し
た
ま
は
く
、
此
年
以
来
、
賀
茂
神
を
祭
る
の
日
、
人
馬

会
集
、
悉
く
皆
禁
断
す
。
今
よ
り
以
後
、
意
に
任
せ
て
祭
る

こ
と
を
聴
す
。但
し
祭
礼
の
庭
に
闘
乱
せ
し
む
る
こ
と
勿
れ
。

　

キ
七
八
一
年
（
天
応
元
）
四
月
二
〇
日　

続
日
本
紀

　
　

賀
茂
神
二
社
の
祢
宜
、祝は

ふ
りら
を
し
て
始
め
て
笏
を
把と

ら
し
む
。

　

地
域
の
祭
で
あ
っ
た
賀
茂
祭
に
大
き
な
画
期
が
訪
れ
る
。
ウ
の

史
料
に
よ
れ
ば
、こ
の
年
か
ら
山
城
国
の
国
司
が
祭
に
立
ち
会
い
、

検
察
す
る
よ
う
に
な
る
。
山
城
国
一
国
、
山
城
国
の
国
司
の
も
と

で
斎
行
さ
れ
る
祭
と
な
る
。
し
か
し
、
国
司
が
立
ち
会
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
祭
が
静
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
エ
・
カ
の
史
料
か

ら
は
、
や
は
り
多
く
の
人
が
祭
に
参
集
し
、
こ
れ
を
禁
じ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
オ
の
史
料
に
依
れ
ば
大お

お

伴と
も
の

坂さ
か
の

上う
え
の

郎
い
ら
つ

女め

は
、大
和
の
地
か
ら
賀
茂
祭
を
見
物
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
和
か
ら
は
大
伴
坂
上
郎
女
だ
け
で
な
く
多
く
の
人
た
ち
が
賀
茂

祭
に
出
向
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
よ
う
。

　

キ
は
上
賀
茂
、
下
賀
茂
二
社
の
初
出
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
七
八
一
年
に
上
賀
茂
・
下
賀
茂
で
笏
を
用
い
る
こ
と
が
許

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
七
一
九
年
（
養
老
三
）
二
月
三
日
の
記
述
で
は
、

五
位
以
上
の
者
は
牙
笏
、
六
位
以
下
の
者
は
木
笏
と
あ
り
、「
衣

服
令
」
で
も
五
位
以
上
は
牙
笏
、
六
位
以
下
の
者
は
木
笏
と
の
規

定
が
あ
る
。
七
八
一
年
時
点
で
の
賀
茂
社
の
祝
の
位
階
は
不
明
で

あ
る
が
、
山
城
国
の
地
方
神
で
あ
っ
た
賀
茂
神
が
、
こ
の
頃
か
ら

律
令
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ウ
七
一
一
年
に
国
司
が
検
察
す
る
祭
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、『
江
家
次
第
』（
一
一
一
一
年
成
立
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

賀
茂
祭
警
固

　
　

祭
の
前
、
未
日
或
は
申
日
に
こ
れ
を
行
う
。
祭
停
止
の
年
と

雖
も
、
猶
警
固
あ
り
。
国
祭
有
る
に
依
り
て
な
り
。
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（
頭
書
）国
祭
、中
の
申
日
な
り
。
和
銅
四
年
四
月
廿
日
詔
す
。

賀
茂
神
祭
日
、
自
今
以
後
国
司
検
察
し
、
常
に
年
事
と
為
す
。

　

山
城
国
の
国
司
が
祭
を
検
察
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
賀
茂

祭
は
山
城
国
の「
国
祭
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。「
国

祭
」
の
史
料
は
『
江
家
次
第
』
が
初
出
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に

は
賀
茂
祭
は
「
山
城
国
の
国
の
祭
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
国
祭
」
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
「
祭
」
と
は
別
の
祭
で
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

　
　

四
　
山
城
国
長
岡
、
平
安
遷
都
に
際
し
て

　

桓
武
は
七
八
四
年
（
延
暦
三
）
一
一
月
一
一
日
に
都
を
大
和
国

平
城
か
ら
山
城
国
長
岡
に
遷
す
。
長
岡
遷
都
に
あ
た
り
朝
廷
の
賀

茂
社
・
賀
茂
祭
に
対
す
る
対
応
・
処
遇
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ク
七
八
四
年
（
延
暦
三
）
六
月
一
三
日　

続
日
本
紀

　
　

参
議
近
衛
中
将
正
四
位
上
紀
朝
臣
船
守
を
賀
茂
大
神
社
に
遣

し
て
、幣
を
奉
ら
し
む
。
遷
都
の
由
を
告
ぐ
る
を
以
て
な
り
。

　

ケ
七
八
四
年
（
延
暦
三
）
一
一
月
二
〇
日　

続
日
本
紀

　
　

近
衛
中
将
正
四
位
上
紀
朝
臣
船
守
を
遣
し
て
、
賀
茂
の
上
下

二
社
を
従
二
位
に
叙
せ
し
む
。
…
（
中
略
）
…
遷
都
す
る
を

以
て
な
り
。

　

コ
七
八
四
年
（
延
暦
三
）
一
一
月
二
八
日　

続
日
本
紀

　
　

使
を
遣
し
て
、
賀
茂
の
上
下
二
社
と
松
尾
・
乙
訓
の
社
と
を

修を
さ
め

理つ
く

ら
し
む
。

　

サ
七
八
五
年
（
延
暦
四
）
一
一
月
庚
子　

続
日
本
紀

　
　

詔
し
て
、
賀
茂
の
上
下
の
神
社
に
愛お

た
ぎ宕
郡
の
封
、
各
戸
十
戸

を
充
て
た
ま
ふ
。

　

大
和
国
平
城
か
ら
山
城
国
長
岡
へ
の
遷
都
に
あ
た
り
、
そ
の
前

後
に
は
賀
茂
神
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
ク
に

よ
れ
ば
賀
茂
神
に
幣
を
奉
り
、
山
城
国
へ
の
遷
都
の
事
を
報
告
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
廷
が
賀
茂
神
を
山
城
国
で
最
も
有
力
な
神

と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

長
岡
遷
都
直
後
に
、
ケ
賀
茂
神
に
位
階
が
授
け
ら
れ
る
。
賀
茂

神
に
位
階
が
授
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
史
料
で
あ
る
。
初

め
て
の
授
位
な
が
ら
、い
き
な
り
の
従
二
位
と
い
う
高
位
で
あ
る
。

そ
の
後
、
コ
社
殿
の
修
築
、
サ
財
源
の
支
援
と
、
賀
茂
神
に
対
す
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る
朝
廷
の
施
策
が
続
く
。

　

七
九
四
年
（
延
暦
一
三
）
一
〇
月
二
二
日
、
桓
武
は
一
〇
年
間

で
長
岡
を
去
り
、
京
都
盆
地
の
北
奥
、
賀
茂
社
の
お
膝
元
の
未
開

の
土
地
に
遷
都
す
る
。
平
安
京
で
あ
る
。
平
安
遷
都
に
あ
た
っ
て

も
、
朝
廷
は
賀
茂
神
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
遇
を
行
う
。

　

シ
七
九
三
年
（
延
暦
一
二
）
二
月
二
日　

日
本
紀
略

　
　

参
議
治
部
卿
壹
志
濃
王
等
を
遣
し
、
遷
都
を
賀
茂
大
神
に
告

す
。

　

ス
七
九
四
年
（
延
暦
一
三
）
一
〇
月
二
八
日　

日
本
紀
略

　
　

鴨
・
松
尾
神
に
階
を
加
う
、
近
郡
を
以
て
な
り
。

　

セ
八
〇
五
年
（
延
暦
二
四
）
四
月
一
〇
日　

日
本
後
紀

　
　

使
を
遣
し
、
幣
帛
を
賀
茂
神
社
に
奉
る
。

　

シ
で
は
遷
都
の
前
年
、
賀
茂
神
に
長
岡
か
ら
賀
茂
社
の
足
元
の

地
に
遷
都
す
る
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
ス
で
は
こ
の
時
に
賀
茂
社

が
何
位
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
以
前
の
ケ
七
八
四
年

の
史
料
で
は
従
二
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
上
の
位
、

正
二
位
か
従
一
位
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
城
国
へ
の
遷
都
に

伴
っ
て
賀
茂
神
・
賀
茂
社
の
地
位
が
急
速
に
向
上
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
　

五
　
平
安
宮
で
即
位
し
た
天
皇
以
降

　

賀
茂
祭
が
大
き
く
変
貌
す
る
の
は
平
安
宮
で
即
位
し
た
51
代
平

城
以
降
で
あ
る
。
50
代
桓
武
（
在
位
七
八
一
～
八
〇
六
）
は
大
和

国
平
城
か
ら
山
城
国
へ
の
遷
都
に
あ
た
り
、
遷
都
先
の
山
城
国
の

賀
茂
神
、
賀
茂
社
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
処
遇
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
桓
武
が
位
に
就
い
た
の
は
平
城
宮
で
あ
り
、
平
安
宮
で

位
に
就
い
た
51
代
平
城
以
降
の
天
皇
が
賀
茂
神
、
賀
茂
祭
に
対
し

て
行
っ
た
内
容
は
、
桓
武
の
時
代
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

51
代
平
城
（
在
位
八
〇
六
～
八
〇
九
）

　

セ
八
〇
六
年
（
大
同
元
）　

一
代
要
記

　
　

加
茂
祭
を
始
め
る
。

　

ソ
八
〇
七
年
（
大
同
二
）
五
月
三
日　

日
本
紀
略

　
　

賀
茂
御
祖
神
・
別
雷
神
、
並
に
正
一
位
を
授
け
奉
る
。
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セ
は
朝
廷
が
行
う
官
祭
（
＝
勅
祭
）
と
し
て
の
賀
茂
祭
の
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
。
官
祭
と
な
っ
た
翌
年
、
ソ
に
よ
れ
ば
賀
茂
神

は
最
高
位
の
正
一
位
を
授
け
ら
れ
る
。

52
代
嵯
峨
（
在
位
八
〇
九
～
八
二
三
）

　

タ
八
〇
九
年
（
大
同
四
）
五
月
二
五
日　

日
本
後
紀

　
　

松
尾
・
賀
茂
御
祖
・
賀
茂
別
雷
等
の
社
に
幣
を
奉
る
。
霖
雨

を
止
め
ん
が
た
め
也
。

　

チ
八
一
〇
年
（
弘
仁
元
）　

一
代
要
記

　
　

斎
院

　
　

有
智
内
親
王
（
帝
第
九
女
、
弘
仁
元
年
卜
定
、
母
正
五
位
下

交
野
女
王
従
五
位
上
山
口
王
女
な
り
。
斎
院
の
始
め
な
り
）

　

ツ
八
一
八
年
（
弘
仁
九
）
五
月
二
二
日　

日
本
紀
略

　
　

始
て
斎
院
司
を
置
く
。
宮
主
一
員
、
長
官
一
員
、
次
官
一
員
、

判
官
一
員
、
主
典
二
員
。

　

テ
八
一
九
年
（
弘
仁
一
〇
）
三
月
一
六
日　

日
本
紀
略

　
　

勅
、
山
城
国
愛
宕
郡
賀
茂
御
祖
并
に
別
雷
二
神
之
祭
、
宜
く

中
祀
に
准
ず
べ
し
。

　

伊
勢
神
宮
の
神
に
奉
仕
し
た
斎
宮
・
斎
王
に
准
え
て
、
賀
茂
社

で
は
斎
院
・
斎
王
の
制
が
チ
八
一
〇
年
に
定
め
ら
れ
る
。
こ
れ
以

降
、
83
代
土
御
門
（
在
位
一
一
九
八
～
一
二
一
〇
）
の
、

一
二
〇
四
年
（
元
久
元
）
に
礼
子
内
親
王
ま
で
三
五
人
が
斎
王
に

卜
定
さ
れ
る
。
八
一
〇
年
、
初
代
斎
王
の
卜
定
後
、
ツ
八
一
八
年

に
は
斎
院
の
役
人
が
定
め
ら
れ
、
組
織
・
役
所
と
し
て
の
斎
院
司

が
確
立
す
る
。
テ
で
は
賀
茂
祭
を
中
祀
に
准
ず
る
よ
う
に
せ
よ
と

の
勅
命
で
あ
る
。

　
『
延
喜
式
』
巻
一
に
は
大
祀
・
中
祀
・
小
祀
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　

凡
そ
践
祚
の
大
嘗
祭
は
大
祀
と
為
す
。
祈
年
・
月
次
・
神
嘗
・

新
嘗
、
賀
茂
等
祭
は
中
祀
と
為
す
。
大
忌
・
風
神
・
鎮
花
・

三
枝
・
相
嘗
・
鎮
魂
・
鎮
火
・
道
饗
・
園
韓
神
・
松
尾
・
平

野
・
春
日
・
大
原
野
等
の
祭
は
小
祀
と
為
す
。

　
『
延
喜
式
』
は
九
二
七
年
に
年
撰
進
さ
れ
、
九
六
七
年
か
ら
施

行
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
テ
八
一
九
年
の
史
料
か
ら
は
や
や
時
間

が
経
過
し
て
い
る
が
、
賀
茂
祭
は
天
皇
一
代
に
一
度
だ
け
の
大
嘗
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祭
に
次
ぐ
朝
廷
に
と
っ
て
重
要
な
祭
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は

認
め
ら
れ
よ
う
。

53
代
淳
和
（
在
位
八
二
三
～
八
三
三
）

　

ト
八
二
四
年
（
天
長
元
）
四
月
一
五
日　

類
聚
国
史

　
　

祝
部
枚
麻
呂
を
以
て
、
正
一
位
勲
一
等
鴨
別
雷
大
社
の
祝
に

補
す
。

　

ナ
八
二
四
年
（
天
長
元
）
四
月
一
六
日　

類
聚
国
史

　
　

従
八
位
上
鴨
県
主
浄
益
を
以
て
、
正
一
位
勲
一
等
鴨
御
祖
大

社
祝
と
為
す
。

54
代
仁
明
（
在
位
八
三
三
～
八
五
〇
）

　

ニ
八
三
六
年
（
承
和
三
）
四
月
一
六
日　

続
日
本
後
紀

　
　

天
皇
、
紫
宸
殿
に
御
し
て
、
賀
茂
祭
の
使
等
の
鞍
馬
の
調
飾
、

並
に
従
者
の
容
儀
を
閲
覧
し
た
ま
ふ
。

　

天
皇
が
賀
茂
祭
使
、
飾
馬
を
親
謁
し
た
の
は
、
史
料
上
で
は
ニ

の
八
三
六
年
が
初
出
で
あ
る
。

55
代
文
徳
（
在
位
八
五
〇
～
八
五
八
）

　

ヌ
八
五
二
年
（
仁
寿
二
）
四
月
二
五
日　

文
徳
実
録

　
　

賀
茂
祭
を
修
す
る
こ
と
、
常
儀
の
如
し
。

　

ネ
八
五
三
年
（
仁
寿
三
）
四
月
二
五
日　

文
徳
実
録

　
　

疱
瘡
流
染
行
し
、
人
民
疫
死
す
る
を
以
て
、
故
に
賀
茂
祭
を

停
む
。
…
（
中
略
）
…
但
し
、
山
城
国
司
斎
供
す
る
は
常
の

如
し
。

　

ノ
八
五
四
年
（
斉
衡
元
）
四
月
一
九
日　

文
徳
実
録

　
　

穢
事
有
る
を
以
て
、
賀
茂
祭
を
停
む
。
但
し
山
城
国
司
斎
供

す
る
は
常
の
如
し
。

　

ネ
・
ノ
に
よ
れ
ば
、
凶
事
や
穢
れ
事
が
発
生
し
た
際
、
中
止
と

な
っ
た
賀
茂
祭
が
あ
っ
た
が
、
山
城
国
司
が
斎
供
す
る
祭
、
す
な

わ
ち
国
祭
は
平
常
ど
お
り
行
わ
れ
た
と
。
こ
れ
は
セ
八
〇
六
年
以

降
、
平
安
朝
廷
が
賀
茂
祭
に
直
接
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
官
祭
の

部
分
と
、
山
城
国
の
地
域
の
祭
で
あ
る
国
祭
と
は
、
全
く
異
な
る

意
義
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
賀
茂
祭
と
い
う
大
枠

の
中
に
、
国
祭
祭
祀
と
平
安
朝
廷
の
官
祭
祭
祀
と
が
併
存
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
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56
代
清
和
（
在
位
八
五
八
～
八
七
六
）

　

ハ
八
六
六
年
（
貞
観
八
）
四
月
二
三
日　

三
代
実
録

　
　

賀
茂
祭
、
朝
使
并
斎
内
親
王
、
社
に
向
か
わ
ず
。
山
城
国
は

例
に
随
い
奉
祭
す
。

　

ハ
で
は
斎
王
と
な
っ
た
斎
内
親
王
（
儀
子
内
親
王　

八
五
九
～

八
七
六
）
が
何
ら
か
の
事
情
で
賀
茂
社
に
参
向
し
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
朝
廷
側
の
事
情
で
あ
り
、
山
城
国
の
国
祭
と
し
て
の
賀
茂

祭
は
平
常
ど
お
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
国
祭
と
官
祭

は
、
次
元
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

六
　
御
阿
礼
神
事

　

賀
茂
の
祭
祀
の
中
で
御
阿
礼
神
事
が
あ
る
。「
か
な
り
早
く
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
秘
儀
の
た
め
か
、
神
社

側
の
古
い
記
録
は
な
い
」（
所
功
『
京
都
の
三
大
祭
』）
と
さ
れ
、

祭
儀
の
実
態
は
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。

　

し
か
し
、
上
賀
茂
神
社
の
宮
司
で
あ
っ
た
座さ

い

田だ

司も
り

氏う
じ

氏

（
一
八
八
五
～
一
九
六
二
）
の
「
御
阿
礼
神
事
」（『
神
道
史
研
究
』

八
―
二
）
は
、
古
い
時
代
の
史
料
が
な
く
、
祭
儀
を
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
者
に
と
っ
て
は
重
要
な
報
告
で
あ
る
。
以
下
、
座
田
氏

の
報
告
を
も
と
に
御
阿
礼
神
事
を
み
て
い
き
た
い
。「
上
社
に
行

わ
れ
て
い
る
年
中
の
祭
祀
中
、
勅
祭
賀
茂
祭
と
は
別
個
の
意
味
に

於
い
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
る
祭
儀
と
し
て
、
古
来
斎
行
さ
れ
て

来
た
。」
と
あ
り
、
御
阿
礼
神
事
は
平
安
朝
廷
が
関
与
す
る
部
分

の
勅
祭
と
は
一
線
を
画
す
る
重
要
な
祭
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
の
祭
の
本
義
に
つ
い
て
は
「『
阿
礼
』
と
は
神
の
出
現
、

再
現
の
事
実
を
い
い
表
す
の
が
本
義
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
う
て

そ
の
出
現
さ
れ
た
神
霊
の
憑
り
坐
し
と
な
る
べ
き
物
品
を
も
、
共

に
『
阿
礼
』
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
後
者

は
即
ち
第
二
義
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
解
す
る
の
が
正
し
い
の

で
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
於
い
て
御
阿
礼
神
事
と
は
神
の
出
現
、

再
現
を
感
受
し
よ
う
と
す
る
神
事
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
正
し
い

解
釈
で
あ
る
」
と
。
神
の
出
現
を
受
け
止
め
る
祭
儀
が
御
阿
礼
神

事
の
本
義
と
述
べ
る
。

　

そ
れ
で
は
御
阿
礼
神
事
は
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
座
田
氏
は
「
欽
明
天
皇
の
御
代
に
、
後
に
所
謂
賀
茂
祭
の
起

源
と
見
做
す
べ
き
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
さ
れ
ば
賀

茂
神
の
降
臨
鎮
座
は
そ
れ
よ
り
以
前
で
あ
っ
た
と
い
い
得
ら
れ
る



― 58 ―

れ
を
祀
っ
た
と
い
う
図
式
は
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
欽
明
期
を
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
な
御
阿
礼
神
事
で
あ

る
が
、
現
在
で
も
賀
茂
祭
の
一
連
の
祭
事
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
い

る
。
上
賀
茂
神
社
の
宮
司
で
あ
っ
た
建
内
光み

つ

儀よ
し

氏
は
『
上
賀
茂
神

社
』
の
中
で
、「
御
阿
礼
神
事
は
、
五
月
十
五
日
の
大
祭
の
前
、

十
二
日
午
後
八
時
か
ら
執
行
さ
れ
る
。
神
事
が
行
わ
れ
る
『
御み

生あ
れ

所と
こ
ろ』
は
、
本
殿
と
神こ
う

山や
ま

石い
わ

座く
ら

と
を
結
ぶ
線
上
に
位
置
し
、
本
殿
の

後
方
約
八
町
（
五
〇
〇
㍍
）
の
と
こ
ろ
に
神ひ

も

籬ろ
ぎ

が
設
け
ら
れ
る
。」

（
図
1
）「
こ
の
御
阿
礼
神
事
は
、
当
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
年
中

祭
儀
の
な
か
で
も
重
要
な
祭
儀
と
し
て
、
古
来
か
ら
斎
行
さ
れ
て

き
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
建
内
氏
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
欽
明
期

以
前
か
ら
斎
行
さ
れ
て
き
た
御
阿
礼
神
事
は
、
賀
茂
社
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
祭
事
と
し
て
、
今
日
ま
で
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
　

七
　
ま
と
め
に
か
え
て
―
賀
茂
祭
の
変
遷
―

　

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

　

①
欽
明
期
以
前
か
ら
賀
茂
神
の
降
臨
、
神
の
出
現
を
受
け
止
め

図 1　上賀茂神社周辺図　所功『京都
の三大祭』  　　　　　　

の
で
あ
ろ
う
。
…
（
中
略
）
…
要
す
る
に
賀
茂
神
の
降
臨
鎮
座
は

崇
神
天
皇
の
御
代
頃
で
あ
っ
た
と
い
い
た
い
。」
と
、
御
阿
礼
神

事
の
始
原
を
崇
神
期
と
さ
れ
る
。
御
阿
礼
神
事
が
崇
神
期
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
保
留
す
る
に
し
て
も
、
賀
茂
祭
が
始
ま
っ

た
と
さ
れ
る
欽
明
期
以
前
か
ら
御
阿
礼
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
私
も
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
神
の
出
現
を
受
け
止

め
る
神
事
・
御
阿
礼
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
欽
明
期

に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
に
際
し
て
、
賀
茂
神
の
祟
と
認
識
し
、
こ
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る
祭
祀
・
御
阿
礼
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
御
阿
礼
神

事
は
、
現
在
で
も
賀
茂
祭
の
中
で
特
に
重
要
な
神
事
と
し
て

斎
行
さ
れ
て
い
る
。

　

②
欽
明
期
に
起
こ
っ
た
天
候
不
順
、
凶
作
は
、
賀
茂
神
の
祟
り

と
認
識
さ
れ
賀
茂
神
を
祀
る
。
こ
れ
が
賀
茂
祭
の
始
原
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
賀
茂
祭
は
地
域
の
祭
と
し
て
斎
行

さ
れ
る
。

　

③
七
一
一
年
以
降
、山
城
国
の
国
司
が
検
察
す
る
山
城
国
の
祭
、

国
祭
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

④
山
城
国
へ
の
遷
都
に
際
し
て
、
賀
茂
神
、
賀
茂
社
の
地
位
が

急
上
昇
す
る
。

　

⑤
七
九
四
年
の
平
安
遷
都
後
、
八
〇
六
年
に
朝
廷
が
賀
茂
祭
に

加
わ
り
、
祭
は
朝
廷
の
勅
祭
と
な
る
。

　

⑥
八
一
〇
年
、
勅
祭
賀
茂
祭
に
お
い
て
、
斎
王
が
定
め
ら
れ
る
。

八
一
八
年
に
は
組
織
と
し
て
の
斎
院
司
が
設
置
さ
れ
る
。

　

⑦
朝
廷
が
賀
茂
祭
を
勅
祭
と
し
た
以
降
も
、
朝
廷
側
の
事
情
で

勅
祭
が
中
止
さ
れ
た
年
で
も
、
山
城
国
の
国
祭
と
し
て
の
賀

茂
祭
は
平
常
通
り
に
斎
行
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
時
系
列
で
賀
茂
祭
を
見
渡
す
と
、
祭
の
最
大
の
画

岩上（宮司）

橘殿（勅使）

図 2　『神道大辞典』（1937年）「加茂別雷神社社殿配置図」に加筆
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写真 1　勅使が坐す橋殿

写真 2　宮司が坐す岩上（向う側に橋殿）



― 61 ―

期
は
、
⑤
七
九
四
年
の
平
安
遷
都
後
の
八
〇
六
年
に
朝
廷
が
賀
茂

祭
に
加
わ
り
勅
祭
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、

平
安
朝
廷
が
祭
全
体
を
管
理
・
支
配
し
、
斎
行
し
た
の
で
は
な
い
。

国
祭
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
き
た
祭
の
一
部
に
朝
廷
が
加
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
に
過
ぎ
な
い
と
私
は
考
え
る
。

　

大
和
の
地
に
政
治
の
中
心
を
お
い
て
き
た
奈
良
朝
廷
に
と
っ
て

は
、
遷
都
先
の
山
城
は
異
界
の
地
で
あ
り
、
山
城
へ
の
新
参
者
で

あ
る
平
安
朝
廷
は
、
そ
の
地
で
古
来
よ
り
崇
敬
さ
れ
て
き
た
賀
茂

神
に
敬
畏
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で

あ
ろ
う
。
平
安
宮
で
即
位
し
た
天
皇
以
降
、
賀
茂
神
を
崇
敬
す
る

た
め
、
賀
茂
祭
に
加
わ
る
に
あ
た
り
朝
廷
の
勅
祭
と
し
、
斎
王
・

斎
院
司
を
新
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
勅
祭
部
分
の
賀

茂
祭
と
国
祭
部
分
の
賀
茂
祭
は
、異
な
る
意
義
を
も
ち
な
が
ら
も
、

一
体
の
祭
の
よ
う
に
併
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に
―
今
日
の
賀
茂
祭
―

　

私
が
最
初
に
賀
茂
祭
を
見
学
し
た
の
は
二
〇
一
三
年
五
月
一
五

日
の
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て
の
見
学
で
あ
っ
た
が
、
上
賀
茂
神
社

に
勅
使
（
天
皇
）
が
参
向
す
る
の
を
見
た
。
賀
茂
祭
の
本
義
は
、

勅
祭
と
し
て
説
明
さ
れ
る
の
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
直
感

し
た
。

　

今
日
の
式
次
第
は
、
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
栞
に
よ
る
と
、
祭
日

の
当
日
、
午
後
一
時
半
か
ら
本
「
本
殿
祭
の
儀
（
例
祭
）」
が
斎

行
さ
れ
る
。
本
殿
祭
の
終
了
後
、
午
後
三
時
半
か
ら
「
勅
祭
（
社

頭
の
儀
）」
が
行
わ
れ
る
。
勅
祭
で
は
、
勅
使
は
橋
殿
（
写
真
1
）

に
昇
り
、
賀
茂
神
に
対
し
天
皇
の
意
を
伝
え
る
た
め
に
祭
文
（
宣

命
）
を
奏
上
す
る
。
こ
の
後
、
上
賀
茂
神
社
の
宮
司
は
岩が

ん

上じ
ょ
う（
写

真
2
）
に
蹲
踞
し
、
賀
茂
神
の
神
意
を
勅
使
に
伝
え
る
た
め
の
返

か
え
し

祝の
り

詞と

を
奏
す
る
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
祭
儀
が
あ
り
、
勅
使
は
上

賀
茂
神
社
の
本
殿
に
昇
る
こ
と
な
く
午
後
六
時
頃
に
退
下
す
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
祭
事
を
見
る
と
、
今
日
斎
行
さ
れ
て
い
る

「
本
殿
祭
の
儀
（
例
祭
）」
は
古
代
以
来
の
国
祭
の
流
れ
を
汲
ん
だ

祭
儀
で
、「
勅
祭
（
社
頭
の
儀
）」
は
平
安
朝
廷
が
賀
茂
神
に
敬
畏

を
表
す
る
祭
儀
部
分
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私

は
と
ら
え
て
い
る
。
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